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cyt，cperoxidase活性をより明確にする方法をとった．

（３）catalase活`性の測定：Herbert(1955)の方法で行

った．

（４）タンパク質量の定量：ＬｏｗｒｙｅｒａＪ．（1951）の

方法で行った．

実験結果

（１）cyLcperoxidase活』性

Ｆｉｇ．１に示した如く，筋ではsuccinateを基質とし

ミトコンドリア内で外因』性cyt．ｃが充分に還元された

時点でmalonate（10,Ｍ）を添加してもcyt．ｃの再酸

化はほとんど生ぜず，malonateと共にＨ2０２（400αＭ）

を添加したとき，直ちにcyt．ｃの再酸化が生じた．し

かしＨ２０２添加の直前にＫＣＮ（３，Ｍ，neutralized）

を作用させた場合にはcyt．ｃの再酸化は生じなかった．

一方卵巣ミトコンドリアでは，Fig.２に示した如く，

cyt．ｃが充分に還元された時点でmalonate（10,Ｍ)を

添加しても，またmalonateとＨ202（400解Ｍ）を同時

に添加しても，cyt．ｃの再酸化は生じなかった．それに

対し，ラット肝ではcyt．ｃが充分に還元された時点で

malonate（10,Ｍ）を添加すると直ちにcyt．ｃの再酸

化が生じ，ついでＫＣＮ（３mMneutralized）を添加

すると，再びsuccinatecyt・creductase活性により

ｃｙＬｃの還元が生じた（Fig.３）．

（２）catalase活'性

Ｔａｂｌｅｌに回虫の各組織ホモジネートのcatalase活性

を示した．卵巣には哺乳動物の肝とか血液の約'/１５に相

当する高い活性が認められ，未発生卵および消化管にも

かなりの活性がみられた．しかし筋および体腔液の活`性

は極めて微弱であった．

緒言

豚回虫（以下回虫）の筋ミトコンドリアにおける末端

酸化酵素については，従来，フラピン酵素（Havinoxi‐

dase）とするもの（Bueding，１９６３；SazandBueding，

1966；Saz，1969）とcytochrome（以下cytJoxidase

とするもの(KikuchietaL，１９５９；CheahandChance，

1970）とがあった．著者らは，回虫の生存と酸素分圧と

の関係についての一連の研究から，筋ミトコンドリアの

場合，その末端酸化酵素としてフラピン酵素（Havin

containingoxidase）およびcyLcperoxidaseの関与

を示唆した（林・寺田，1973)．

ついで筋ミトコンドリアのcyLcperoxidaseを含む

好気的代謝系の生理的役割を知る目的で，卵巣の呼吸

系との比較を行い，卵巣からｃｙＬｃを分離（林ら，

1976a)，しかもsuccmateなどを基質とするcyt．ｃ還

元活性を認めた（林ら，1976b)．今回は卵巣ミトコンド

リアにおける末端酸化酵素について検討し，更に筋およ

び卵巣のhydroperoxidase活性の相違についても検討

を加えた．

実験方法

（１）豚回虫筋，卵巣およびラット肝からのミトコン

ドリアの調製：前報と同様の方法で行った（林・寺田，

1973)．

（２）cyLcperoxidase活性の測定：外因性cyt．ｃ

(horseheart）がミトーンドリァ内で充分に還元された

時点でＨ２０２を作用させる方法（林・寺田，1973）によ

ったが，今回はＨ２０２を作用させる直前にmalonate

を添加し，succinatecyt・creductase活性を抑制して

（９４）
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１３５７９１１

Incubationtime（ｍin）

Ｆｉｇ．３Theeffectsofmalonateandcyanide

onreductionofcytochromecbysuccinate

inratlivermitochondrialsystem

Reactionsystem

Mitochondria４．２mgprotein；Cyt．ｃ０．１１

ノリｍｏｌｅ；SuccinatelOmM
Medium：SucroseO､２５Ｍ,K-phosphatebuHer

（ｐＨ7.4）０．０５Ｍ；Total：3.5ｍl；Ｔｅｍｐ.：
２５Ｃ

１３５７９１１

Incubationtime（ｍin）

Ｆｉｇ．１ＴｈｅｅｆｆｅｃｔｓｏｆＨ２０２ａｎｄｃｙａｎｉｄｅｏｎ

ｒｅductionofcytochromecbysuccinatein

Asca7ismusclemitochondrialsystem．

●－●：Malonate（10,Ｍ）

□－□：Malonate（10,Ｍ）ａｎｄＨ２０２

（400βＭ）
■－■：Malonate（10,Ｍ)，ＫＣＮ（３，Ｍ）

ａｎｄＨ２０２（400J2Ｍ）
Reactionsystem

Mitochondria3・Ｏｍｇｐｒｏｔｅｉｎ；Cyt．ｃ０．１５

βmoles；SuccinatelOmM
Medium：Sucroseq25M，K-phosphate

buffer（ｐＨ7.4)，０．０５Ｍ；Total：3.5ｍl；

Ｔｅｍｐ．：２５Ｃ

TablelComparisonofcatalaseactiｖｉｔｙ
ｉｎＡｓＣαγfsandmamTnaliantissue

homogenates
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Ａｓｃａ７ｉｓ

Ｏｖａｒｙ 184.7±６．８

Intestine ７７．５±８．８

Unembryonated88､０±３．８
ｅｇｇ

Ｍｕｓｃｌｅ ３．７±０．４

Perienertic
Nil

Huid

。-蓮二t； 竺仁に8コ
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Kcat：ｋ'(thefirstorderreactionrateconstant）

×１０３

Thevaluesarepresentedasmean±

ＳＥ・forfiveexperiments・

Table2CatalaseactivityinAscasis

muscleandovarymitochondria

１２３４５６７８９１０１１

Incubationtime(ｍin）

Ｆｉｇ２ＴｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆＨ２０２ｏｎｒｅｄｕｃｔｉｏｎof

cytochromecbysuccinateinAsca7isovary

mitochondrialsystem．

●－●：Malonate（10,Ｍ）

ロー□：Malonate（10,Ｍ）ａｎｄＨ２０２

（400/Ｍ）
Reactionsystem

Mitochondria6､６mgprotein；Cyt．ｃ０．１５

Jumoles；SuccinatelOmM
Medium：Sucroseq25M，K-phosphate

buffer（ｐＨ7.4）0.05ＭTotal：3.5ｍl；

Temp.:２５C

Mitochondriaof CatalaseActivity

Muscle

Ovary

1.39±0.14（４）＊

11.53±０．３１（６）

Activity：似molesH202decomposed/ｍin/mg
protein、

Resultsaregivenasmean±ＳＥ．

＊：Numberofexperiments

（９５）
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卵巣ミトコンドリアの活性も筋の活性より約10倍も強

かった（Table２)．

アヘの膜透過性の差異(林ら，1974)，塩類溶液によるｂ

型cyt・溶出の有無（林ら，1976a）など幾つかの相違が

認められた．これらの諸知見も両組織におけるＨ202利

用ないし処理機構の相違を反映しているのかもしれな

い．

考察

回虫筋ミトコンドリアではsuccinateを基質とした場

合のcyt．ｃの還元活性はＫＣＮで促進され，還元型

cyt．ｃの再酸化酵素の存在が予測され，この酵素として

cyt、cperoxidase活性の存在を推定した（林・寺田，

1973)．今回の実験においてはmalonateがsuccinate

cyt・creductase活性を抑制した系を用いることによ

り，この再酸化酵素活性を一層明確にすることができた

(Fig.１）．

また卵巣にも哺乳動物のものと近似したcyt．ｃが認

められ（林ら，1976a)，succinatecyt、creductase活

性もみられた（林ら，1976b)．しかしこの場合，succi‐

nateによるcyt．ｃの還元はＫＣＮで促進されず，筋

と異なっていた．そこで筋の場合と同様にcyt．ｃper‐

oxidase活性を検討した．malonateを単独で，また

Ｈ２０２と同時に作用させた場合のいずれも，還元型cyt．

ｃの再酸化は生じなかった（Fig.２)．一方ラット肝で

はmalonateの単独添加で還元型cyt．ｃの再酸化が生

じ，ついでＫＣＮ添加で再びsuccinatecyt，creduc‐

tase活性によるcyt．ｃの還元が生じた（Ｆｉｇ．３）．こ

のことからラット肝では強いcyt、oxidase活性の存在

がうかがわれた．したがって，これらの結果からみる限

りでは，卵巣には還元型cyt．ｃの再酸化酵素は，回虫

筋型（cWcperoxidase）および哺乳動物型（cyt・oxi‐

dase）のいずれも認められなかった．

ところで卵巣ホモジネートには，好気下，比活性で筋

の約1/2のＯ２ｕｐｔａｋｅが認められ，しかも筋と同様Ｈ２

０２の生成が推定されている（林・寺田，1971)．Ｈ２０２

は筋ではcyt・cperoxidaseの生理的基質と推定してい

るが，卵巣での役割はなんであろうか．

ここで他のhydroperoxidaseとして，卵巣と筋の

catalase活性を比較したところ，卵巣ではかなり高く，

筋では極めて微弱であった（Tablesl，２）．この結果

から，卵巣のＨ２０２はcatalase活性で速やかに分解さ

れ，特別の生理的意義を示すものとは考えられない．

結局，筋および卵巣ではhydroperoxidase活性，す

なわちH202の利用ないし処理機構に差異のあることが

明らかとなった．

両組織間には，この他に，ヘモグロビンの存在の有無

(KeilinandHartree，1949)，呼吸基質のミトコンドリ

結論

（１）卵巣ミトコンドリアにはcyt・oxidaseもcyL

cperoxidase活性も認められなかった．

（２）卵巣ホモジネートおよびミトコンドリアに強い

catalase活性が認められた．筋での活性は極く微弱であ

った．

本研究の要旨は第40回日本寄生虫学会大会（1971）で

発表した．
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Abstract !

THE INFLUENCE OF OXYGEN PRESSURE ON THE SURVIVAL TIME OF

ASCARIS LUMBRICOIDES SUUM (8) COMPARATIVE STUDIES

ON HYDROPEROXIDASE ACTIVITIES IN

ASCARIS MUSCLE AND OVARY MITOCHONDRIA

Eiichi HAYASHI, Mamoru TERADA, Kazuyuki NAKANISHI

and Takeshi SHIMIZU

(Department of Pharmacology, Shizuoka College of Pharmaceutical

Sciences, Shizuoka, Japan)

1. In ovary mitochondria, both cytochrome c peroxidase shown in muscle mitochondria

and cytochrome oxidase activities were not detected.

2. Compared with the very low activity in muscle, a high activity of catalase was

shown in ovary homogenate and mitochondria.

( 97 )




